
屋建設事業なども共有地の存在なくしては実

現が難しかったに違いありません。

かといって、共有の土地や建物がみんなの

共有財産として、しっかり認識されているか

といえば、じつはそうではありません。ヨー

ロッパのコモン（共有地）のように、住民の

強い絆に支えられてきた歴史があるわけでも

ないからです。幸い、入居当初から今日まで

取り組んできている線化活動は、表2に示す

ように、縁を増やす活動から、繕う・跳え

る・育む・リサイクルする・親しむと多様化

するなかで緑の欠陥団地が緑豊かなたたずま

いを有した団地として、また豊かな暮らしが

楽しめる団地として大きく変貌させる原動力

となりました。

このように共有財産を賢く使いこなすこと

を通じて、共有財産の‘‘地域化（かけがえの

ない場所という意識）”が育まれてきているよ

うに思います。一方、建物についても有効活

用できる資源として捉えることも可能です。

まだ、具体的な事例は誕生していませんが、

話題にあがっていることとして、団地の空き

店舗や空き室を活用した、たまり場などのサ

ロン、総菜屋や居酒屋、軽い痴呆症の高齢者

を対象としたグループホームなどの開設など

があります。

舘与野奴誉㌻∵∴闘荘済射水緻※・叫尋置

鰍緑藻

団地内の市有地の共用地化

ハイツには共有地以外に、道路、公園、調

整池、防火水槽などの市有地があります。共

有地とは異なり勝手に利用するわけにもいき

ませんが、市関係当局の理解と協力を得て、

共用地として利用してきています。子どもた

ちの数が大変多かった入居当初（現在の5倍

程度の450名）、既存の幼児および児童向け

の公園を補完する手段として、市に陳情し市

道を「遊戯道路」として活用した時期があり

写真5　団地入口の防火水槽上部を木製デッキ付き花壇広場
に環境改善

ます。また、市が所管する調整池を「多目的

広場」として整備したり、同じ調整池の一角

にビオトープ「わくわく自然園」（740Ⅰポ）を

整備してきています。また、殺風景な防火水

槽の上部を「まちかど広場や花壇広場」とし

て改修もしてきています（写真5、6）。

醤苅鱒整擢蒼肯∵＋＋遥常緑噂や隼※‡＋＋壷駆雛漬唇

リサイクル資源

狭い団地とはいえ、探せばいろいろ資源が

あるものです。今、積極的に取り組んでいる

のが団地から発生するゴミの資源化です。ハ

イツでは、入居当初から「子ども会育成会」

が古紙の集団回収に取り組み、活動の原資と

してきました。近年は、「リサイクルの会」に

よるアルミ缶の回収、「生ごみリサイクルを進

める会」による有機堆肥の生成（野肥太くん

の名前で商標登録、写真7）、「緑化推進本部」

による暫定枝のチップ化、間伐材を活かした

シイタケ栽培・炭焼き・縁のクラフトづくり

などの線のリサイクルです。

今後はこうした活動を有機的に関連づけな

がら発展させ、コミュニティレベルの循環型

社会をめざしたいと考えています。

隈野置雛墓嶽※：＋γ鷲敷誠露霊※㌧＋臣雛野藍治薮

隣接農地や山林の共用地化

団地内のモノ資源には限界がありますが、

目を周辺に転じると、そこには遊休の農地や

山林が広がっています。その存在自体がハイ

ツの居住環境の快適化やたおやかな団地の景

観形成に役立っています。また、周辺の農地

や山林も地権者の理解と協力が得られれば、

住民の共用地として素敵な郊外の暮らしを楽

しむフィールドにもなり得ます。

現に団地に隣接する遊休農地（4，000Ⅰポ）

を地権者および市公園課に働きかけて「借地

写真6　ごみ置き場をお酒落なまちかど広場に環境改善
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